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　　　　　　　 第 1章　緒　言

　晩 期妊娠 中毒 症 （以下 ， 中毒症 と略す）の 木態

に っ い て の 業績 は古來 よ り救擧 に遑 な い が ， 臨床
上 ， 病理解剖上 か ら， こ れが末梢血管 の攣縮に よ

る と の詭 が最 も有力 で ある．Volhard1） （1918）は

中毒症 は胎盤 絨 毛水樣物質 に よ る 末稍血 管 の 攣縮

に よ る もの で あ る と述 ぺ ， 續い て Hinselmann2 ）

　（1922），Linzenmeier3 ），　 Nevermann4 ） （1922）

等 は 子癇患者 の 爪床 血管に攣縮 ， 慮行靜止 ， 毛細

血 管延長等 を認 めた．Mylius5） （ユ928） は中毒症

患 者 の 眼底血管 に攣縮 と強直性收縮 とを認め ， 腦

内血管 に も恐 ら く同樣 の 變化が あ る で あ ろ うと推

論 した ．そ の 後 ，Wagner6 ）（1933），．Erving7）（1936），
Mussey8 ） （1936），　Eastman9 ） （1937），

　Ha 　U・　umlo ）

〈工949），植村11） （昭14），井街
12） （昭14），田野 13）（昭

15）等が こ れ に 贊成 し た ． Mc 　Kelveyi’t’｝ （1939 ）

旺 常妊娠時 と胎盤早嫐 囃 時 の 胎蟄 こ 細動脈

壁 の線維素区ヒi變化 と動脈瘤性擴張 を 重 覗 した 。

Hertigls） （ユ945）は 中毒症 の 剖見 の 結果 ， 根本的

な病變 は 終末細動賑 に あ る とした ． 子癇 の 湯 含の

腦 の 病理 組織學的變化 は Braunm 曲 116） （1927），和

氣
17 ） （1942）， 眞柄他

18） （1944） が腦血 管 の 攣縮 を

證 明 し た ．子 癇肝 の病變 に關 して も　Acosta他 19 ）

　（1931）， 1rving7） （1936）等 は こ れ を肝血 管の攣

縮 に よ る乏血 性病 變で あ る とし ， 又 ， 腎 の病變及

び機能 障碍 も腎血管 の 攣縮に よ る もの で あ る と遞

べ た ．

　最近 ， 妊娠中毒症 に 於 て ， 眼球結膜 血管 の 所見

が注 日され て來た ．眼球結膜血管 は觀察並 び に 撮

影が簡單 に行 い 得 る の で 血管の變化 を知 る上 に 重

要 な もの で ある． こ の 點 に 着 目 して最初 に Land −

es 皿 ann 他
20 ） （1954） は 中毒症 の 脹球結膜血管 を

觀察並 び に撮影 を報告 した が ， そ の後 の 報告 を見

な い ．私 も亦 ， 自己 の考案 に な る眼球結膜血管撮

影装置 を用 い ， 主 として 撮影寫眞 に よ り所見 を到

定 した．なお ， 所見 の程度 に よ る分類 は Landes−

mann 他 20）（1954） は細動脈 の 攣縮像 の み を明確

に記載 し， そ の他 の所見 の程度 の 到定基準は示 さ

ず ， 專 ら直觀 に頼 り，客観性 に乏 しい の で ， 私 は

獨 自の 分類 を考 案 し， 撮影 した 寫眞 の 到定 で 所見

を客觀的 に鋼定 し得 る よ うに した ．

　俺 ， 中毒症 の 眼球結膜所見 の 中か ら妊娠等 に よ

り現 れ る所 見 ， 叉 は 高血壓症 の た め に現 れ る所見

等 を區別 する た め に ， 正常非 妊 ， 妊 ，産 ，褥 婦2D

及び ， 高血 壓症患者22）の 眼球結膜血管 の 儉査 を並

行 して行 い ， 甑 に報告 した が ， そ れ等の 所 見 と比

較考 察 を試 み ， 叉 ， 輕症 と重 症 との 臨較 ， 叉 ， 巾
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張．二 匚1薩≡婦 誌、8 兜辜≒8 ・la

毒 症 の 各型 と所見 出現 の歌態 s 及 び ， 眼底所見 と

の 比較 を行い ， 見 る べ き知見 を得た の で こ S に報

告す る ．

　　　　　　　 舞 2 章　橡査劣法

　第 1 節　撮 影

　被檢者 に ， 先ず結腺炎 の な い こ とを確 ），慧0倍率の 顯

tu・e’tに 國産 ヱ隰 レ フ カ メ ラ 「ア テ ヒ レ フ 」を装着 レ・ 焦

點調整用照明 に は10W 螢）覧灯 を使」†」し，撮淘彡π伊光 と し

て は ， 著者改良 の 國塵 ス トロ ポ ラ イ ト を使用 した．撮ガ

7 イ ル ム は主 と して ミ ニ コ ピ ィ フ ィ ル ム を万1い s 時 に天

然色 フ ィ ル ム を使用 した ．1 囘 の 撮影に は ン t ル ム を10

枚 以 上 使用 し ， 細血 管 を 約 500倍 に 蹟大 し て 判定 し た ．

撮影部位 は 先ず全髄を戳察 した上 で病變の 著明な 部位 を

辿 ん だ が 撮影 に便利 な外智部 を最も多く使用 した。

　第 2 節　判　定

　 第 1項 　血 管 の 區別

　 血 管 は 脈簿 に 慝 じて 他動的に脈動 して い る．纂 1 圃 の

矢印V に 示 す如く，太 く濃 い 影豫 は細靜脈で あ り，そ れ

と殆 ど並行 して ， 比垂的直線的に 走 る細い 矢 F［二八 の メ4 像

は Xsm　」．脈で，こ の 兩蔚よ り到 支す る鼾數 の 紬 ・影像の 欠

印 （丼よ毛 渊血亀洋で あ る。所見 の 判定 はキ と して 此．、」り

血 管の 形状の 或化及 び管樫 の 變イヒを差 βと した ．

　　　　　 第 1 鬪　 正 常 眼 球 結 膜 」［
態 頂 旦

　後 ，靜，9 ，20歳，朿 婚 ，矢 印 A は
tMr ［」脹 ，　 V は 細 青

蹶，C は 毛 細 血 管

第 2 項　所兄 の 匠別

A 細動脈 の 變化

　細動脈 の 變化 の 主なもの は 變縮像と細狭像 で あ るe

Lr．ndesmann21 ；〕 （1954）　は 細鋤脈の 蠻縮 を 3 度 に 分 け

て ，血 管の 波動性脈動 が 正 常 よ り も亢進 して い る もの を

第 1度 ， 細勣脈 の
一

部分が 攣縮 の た めに切鑞 され た如く

見え ， そ の 兩端が球状をな つ もの を第 且度 とし ， 細動脈

が臘 い 領域＿亙 っ て不揃い な大 き な 球賦腫大 を 示 す も の

を第 皿度 と レた、私 の暫察に よれ ｝鵡 こ の 分類法 は正 常

の ｝鮭管運動 と第 1岌塾 縮 との 血 別 判定が 販眛で不可能で

あ り ， 夊 ，大 きな 球状腫大は高度 の 高血 歪症患者 に も殆

ど認め られ な か つ た の で ， 私 は 客觀的 に區別 す る た め

に，細勤脈の rl 卜分が 急 に 切断 さ れ た様な 状態を示 し ，

そ の 兩端 が抵 大 して 見 え る状態 （Landesmann 他
20 ｝ の

第 1 度 に略ノ
．
阻當す る） が 20倍 「

』
大撮影の 1観野中に極

く
一
部 にだ け 畆 ∂ うれ る も¢） 二 第 1度 と し，11鯉 亅全般 に

亙 り多．敗認 め られ る もの を第 皿度 と し．そ の 中間 に 位す

る もの を第 丑艮
’した 。一・臨 こ細動脈の 管徑 の 太 黒 ：：並

行 に走 る細靜脈 の 管 L．L ．丿太さ に略 攻 比例するが ， 或 場合

に は太い 細靜脈 に 並 行 す る 細動脈 が 全長 に亙 り・薯し く

細狭とな り， 時 に はそ の 形態す ら識別 しが た い 状態を示

す もの が あ る。こ れ を私は 細劉派の 細狭像 と呼ぶ こ とに

した．多 くは 極 度 の 局所貧 」餓 こ伴 うもの で あ る。

　 B 　細靜脈の 變化

　細靜脈の 變化の 主 な もの は顆粒賦像、靜脈瘤像 ， 蛇行

像 の 3 つ で あ る．そ の 他 に 稀では あ る が，中毒症の際，

血栓像 が認ぬ られた，顆粒状像 とは 宗1ii靜脈中の 血 流 が徐

行 して 赤 伽 」くコ遡 し：ナ．ヒ、 り管壁 を 滿 た さ な い 鳥 に ， 夕卜觀

上 ，頼 粒状 とな リジ」、．ガ 連績 す る と宛も連鎖 大球雨の 如

く見 え，細青爭脈が寸断 さ れた よ う冫なタト鼠 を量す る．私 は

こ の 所見を そ ゆ 程 L 二よ り第 ⊥度，第 ff度，身嘔 度 に 分 1ナ

た が ，モ の 判 定 の 基準 1卜細動脈の 揚 合とiiじで あ る・細

靜脈癜像とは細
1
’
脈の

一
都 が 異 常 に搬 し弋に 蹟大 して い る

も の で 特殊 の 肖血筆 症 に の tt 型め られ ， 血 管壁 の 器質的

變 化（便化）を示す も の と考えられ 駆 7 ，蛇行像とは 細

靜脈 が 延長 して 屈曲蛇行 し，「寺に は コ イル 状 を 呈す る こ

とが ある。私は此鵠の 俘脈瘤像及 び蛇行豫を 3度 に區 分

した が，そ の 鳫分基準は 絅動脈攣縮像 の 場合と 同様 で あ

る．細 靜脈 匡1栓 は ：青脈の
一・

部分 か ら血球が進ま ぬ 状挿．

の も の で，撮影儀 で は
一

小 薄分 が訣損 した 形態 を と
’
tJ
　e

そ れ よ り末梢部 の 血 管 が 著 し く細 くな る。こ の 際は 極 め

て稀 ご中毒症 匚itに 僅か 1 例 を認 め た に過ぎぬ ・

　 c　毛 細．血管曜）變 rヒ

　 毛 細血 管 ⊃愛化中，主 な る も の は 瓢ド 犬像，蛇 行 像及 び

局所貧血 低 ∠） ：つ で も る。又 ， 非常 に稀 に は毛 細 血 管 は

そ の 管徃　 pl し く狄 い の で ifL流 ヴ徐行す る と連鎖状球 凶

の 様な外窺 さ 呈
ヤ
る．こ 礼 登顧粒状像 と呼 ぶ が ，む し ろ

鎖状縁と呼ぶ 方 が 適 切 な 程 で あ 駆 叉 ，蛇行嫌も，毛 細並1

管 で は 殆 ど コ イ ル の 如 くに振 れ ・（外観 ご 呈 す る・私 は こ

れ等 a 變化も細動脈攣縮 依こ トし様 な區 別 基 準 に 彳楚つ て 3

度 に 區分 した。翼，局所貧血 像 とは 毛細血 管 中 を流 れ る
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露

，

血液が減 じて ， 宛も毛細血管力械 少叉 は消失した か の 感

を 呈す る もの を云 う．但 し， 毛細血 管 の 數は部分的 に は

多 少 の 差違 が あ る の で，實際に こ れ を 正 確 に判定 す る に

は 同 じ部分を 逐次的に數の變化を比較 しな ければ な らな

い ．然し ， こ れ は 至難だか ら， 私 は こ の 局所貧血 の 程度

を區 分 す る た め に慎重 を期 し， 20倍擴大 1 覗野中 に 毛細

血管が 全 く認 め られない か ， 叉 は極 め て稀に の み認め ら

れ る もの を第 互度 とし，著 し く數を減 じて 認め ら れ る も

の を第互度と した．

　　　　　　　 第 3 章 線査成績

　第1 節 正 常妊娠後期 との 差違

　東北大學産科 に入院 した妊娠後期 の 中毒症患者 2丁例 に

つ い て 眼球結膜血管撮影を行っ た，中毒症 の 限界及び 病

型分類 は 九 嶋
23 ） （昭25） に 從い ，蛋白尿 は 0．5％ 以 上 ，

浮腫は下肢 の みではな くタト陰乃 至 下腹部以上 に 及 ぶ も

の ， 血 壓 は 最高血壓 150皿認 9 以上 を 中毒症 と し，此等

の 症状 を 夫々
， A ．0．H で 表 わ し そ の 病型 を A

．
0

，
H

，

AO
，　OH ，　AH ，　AOH の 7型に區分 した。尚，此等の 症

例に っ き ， 肝機能檢査及 び 眼底檢査 も出來 る だけ勵行 し

た．檢 査 成績 は 第 1表 に示 す 如 くな る．

　 こ れと著者
21 ） （昭 31） が 既 に逋 べ た 正 常妊娠後期 の 所

見 とを比較すれば第 2 圃に示す如く，

　　（1 ）細動脈の 攣縮像は 正 常妊婦で は第 1度が ユ3％ あ

っ た だ け であ る の に，中毒症妊婦 で は 15％あり， 而 も，

第 豆度攣縮 が 40％ ， 第 皿度が 4 ％で ， 細狭像も22％もあ

っ て ， こ れ ら高度 の 攣縮及び細狭像は 中毒症 に の み 認 め

られ 正 常妊婦 に は 認 め られ な か っ た．

　　（2）細靜脈顆粒状像 は第 1度は 正 常で は 29％であ る

の に ， 中毒症 で は 僅 か 4 ％ に過 ぎず ， 正常で は第 1度が

18％，第盟度が 2 ％であ る の la，中 毒演で は第 五度 が 59

％，第 皿度が 22％の 多 きを數え た．こ の結果 か ら， 中毒

症妊婦では正常妊婦 と比較 して ， 細靜脈顆粒状像の 高度

の 所見が 多 く出現す る こ とが 明 らか とな っ た．

　　（3 ）細靜脈蛇行像 は正 常妊婦では第 1度が 15％ ， 第

皿度が 15％ ， 第 皿度が 4 ％であ り， 中毒症は第工度が 婦

％，第 ll度が 19％ ， 第 置度が 7％で ， 中毒症 に發現頻度

が 稍々 大 で あ る が 著 しい 差は認められな い，

　　（4 ）毛細血 管顆粒状像は正 常妊婦は第互度が 38％で

あ る の に 中 毒症では15％ に過ぎな い が ， 第 豆度，第 II［度
で は正 常 は夫 々 27％ ．13％ で あ る の に ， 中毒症では夫

k48 ％ ， 33％ と高度 の もの が多 い が， そ の 正 常妊婦 と

の 隔 りは細靜脈顆粒朕像 に は 及 ぱ な い ．こ れ は顆粒状像
は 細靜脈で も ， 毛細血管でもこ れ が 現 れ る こ とは何 れ も

血流の徐行を意味する が ， 毛細血管に現れ る變化は 管徑

が 細狹 なた め に細靜賑 よ り も鋭敏 に 認 め ら れ る 爲 と思 わ

れ ， 毛細血 管 では 既 に 妊娠 に よ り，強い 變化 を 示 す た め

に ， 中毒症 との 比較に於 て は細艀脈 の 顆粒状像 よ りも著

しい 差違を示 さ な い もの と思わ れ る．

　 （5）毛細血管蠕行像 は 正 常妊婦で は第 1度が 26％ ，

第 丑度が 20％ ，第 皿度が 1S％ で，中 毒症 は 第 1度 が ヱ5

％ ， 第 豆度 が 11％ ， 第 盤度が 1工％で ， 細靜脈蛇行像 と異

り， む しろ正 常妊婦 に多 く變化が認め ら れ た．

　 （6） 局 所貧1虹像は正 常 で は第 1度 が 22％ で あ る の

に ， 中毒痃は 33％で多く， 第 狂度で は 正 常では 4 ％で稀

であ るの に ， 中毒症では44％ の 多 き に及んだ．

　以 上 の 結果 よ り，中毒症の 診斷上重要な所見と考え ら

れ る も の は，細動脈の攣縮像及び細狭像，局所貧血 像及

び高度の細靜脈顆粒状艨の出現で ， 殊に前 2者の 高度の

出現 は注意を要す る もの と云え る．

　第 2節 重症 と輕症 との 差違

　私は中毒症 の症吠の輕重を真柄24） （昭25）に從い 子瓣

前症 ， 子癇及 び 子宮胎盤溢血 の 3 っ を 中毒症 の 重症型 と

考 え た n こ の 中，子 癇前症 は 九 嶋 （昭 25） の 分類 法 に よ

れば AH 及びAOH 型 に 相當す るの で子濡 の例と共に重

症型 と した が ， 子宮胎盤溢血 には遭遇しな か っ た の で，

そ の 他 を輕症 と した．從 つ て第 1 表 に 示 レた 中 毒 症 27例

中 ， 重症群13例，輕症群工4例に 分け，此等を 比較す れ ば

第 ，9圓の 如 くな り，

　 （1 ）細動脈 の 變化 は重症型では全症例 に於 て 認め ，

且っ ， 攣縮は 高度 の もの が多 く， 細狭像 の 出現頻度 も大

であ る．

　 （幻 細靜脈顆粒販像 も重痃群では輕症群 に 比 し， そ

の 護現頻度は大で ，b（，高度の も の が多く認め られ る．

　 （8）細靜脈蛇行像で は重症群と輕症群 との聞に大差

は な い ．

　　（4 ）毛細」血管顆粒状像は重症群と輕症群との間に大

差は な い ．

　　（5）毛細血管蛇行像 も重症群 と輕症群 との 問に大差

は な い ，

　　（6 ）局薄〒貧」血像 ｝ま重婁壷群で ｝ま輕症群 よ り もヨ晝ミレ、變｛匕

を示すもの が 多 い ．

　　（τ）叉，重症群では 出血 斑が 2 例 ， 細靜脈」血栓 が 1

例あっ た が ， 輕症 に は な か っ た．

　 以 上 の 成績か ら，重症 型 は輕症型 に 比較 して ， 細動脈

の 攣縮像及び細狭像 ， 細艀脈顆粒状艨及 び 肩所貧血艨に

於 て 頻度 も高 く，叉，強 い 變化を示すもの が 多 い こ とを
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852− 34 妊振 中 毒 症 眼 球 結 膜 血 管 の 顯 微 鏡 撮 影 日産 婦 言長8 卷 8 號

認 め た．

　第 3節　高血 壓 との 關連

　1｛yr 三eleis25 ）　（195弖），　Finnertyze ＞　（1954）　　｝ま　臻艮鷹所

見 に於て，中 毒症 で あ っ て も血 管性高血 墨 を 伴わ な い 場

合 に は 中毒症 と し て の 特異像を認 め る こ とが 出來 な か っ

た と述 べ た．そ こ で私は中毒症 の 眼球結膜血管に認め ら

れ た既述の 特異的血管所見が 果 して 隈底所見の 如 く， 高

血 壓 を 合併 す る 例 に 於 て の み 認 め られ る の か ど うか に っ

い て 檢 討を 試 み た u 矯 2 表に掲 げ た 中 毒症27例 「ドp 高血

壓 を伴 わ な い 症例は 症例番號21tU2丁番に示 す 7 例 で あ

る。此等 の 症例中 s 藍 に檢討 した 如 くPt 中毒症 の 診斷 上

重要 な 所見 と考えられ る 細動脈巒縮像及 び細狭徴，細靜

脈顆粒像iji　1if度 ，及 び，局所貧血 像の 出現 に つ い て譲 討

した 結果 は 次の 通 りであるs

　 （1 ） 丁例中，絅動脈攣縮像ぽ第 亙度が 2 例 ， 第 豆度

が 2 例あ り，纂 皿度 及 び細 狭 像 は な か つ た．

第 1 表 　妊娠 中 毒 症 の 檢 査 戌績　（十 は 第 1度ン紳 は 第 且度，吾昏は 第 瓢度）
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　 （2） 7 例中 ， 細靜脈顆粒状像第 皿度は 2例あっ た．

　 （3） 7 例中 ， 局所貧血像は第 王度が 3鉱 第 皿度が

1 例 あ つ た．

　以 上 の結果 か ら， 殊 に 正常妊娠で は殆ど認 め ず に 中毒

症 に特異像 とも云 うべ き飆 動脈攣縮像第 正度が 2 例に認

め ら れ た こ とは ， 眼球結膜i虹管の 中毒症に於け る所見が

必 ず し も高血 壓 を伴 う症例 に の み發現す る も の で は な

く， 從 つ て Kyrieleiszr 」〕 等 の 眼底所見 に於 け る 考 え方

とは 異 る こ とを 認 め た．

　第 4節　眼底所見 との 關連

　妊娠中毒症 27例 中，18例に っ い て 眼底所見 と眼球結膜

血管撮影所見 とを比較 した ．眼底所見 は 東北 大學 眼科教

室に強査を依頼 し， モ の 餓査 の 結渠 を ， 所見 な し， 輕

度，中等度 ， 高度 の 薹群 に分けた．モ の 結果 1・ま眼底に所

見 の ない もの 11例，輕度が 4例，中等度が 1 例 ， 高度が

2 例あ つ た。叉，限球結膜血 管所見 の 判定は既逋 の 著者

の 方法 に從っ た ．そ の 結果 s 眼底に所兄 の な かっ た 11例

中 ， 攣縮像は第 1度 が 1例 ， 第 1【度 が 4 例あ り ， 第 皿度

は な く，細狭像は 1 例あつ た．細靜脈顆粒賦像第 皿度は

2 例あ り， 局所貧血 像第 ff度 が 3例あつ た．尚，眼 底 に

所見 の 認 め られ た 7例で は，攣縮像第 ：II度は 6例，細狭

像は 1例 あ っ た．叉 ， 細靜脈顆粒肌豫 は第 皿度が 3例

で ，4例 は第 E度で あ つ た ．局所貧血 像第 豆度は 4例 ，

第 1度 は 2 例で ， 所見の ない もの 1例で あ つ た．

　以 上 の 結果を 總括 す る と，眼底に所見 の 認め られ た例

で は，本檢査 で も全 例 に於 て ， 正 常妊娠で は 全 く認め ら

れ な か っ た細動脈攣縮像第 ∬度若 し くは 細狭像が 認 め ら

れ，又 ，眼底に所見 の 認められな かっ たユ1例 の 申で も ， 正
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第 2 固 中 毒 症 と 正 常 妊 娠 後 斯 の 所 見 の 比竣 （％）
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られ な かっ た 細 動 脈 攣 縮像 鏘 証度が 2例 に 認めら れ ，

に そ の他の ，中毒症｝ こ著明 に 出現する所 見 が EE ｛・ t ，

められ たことになる。從 っ て ，本檢査 法 は 中 毒 症 の 」 ］ 1

ﾇ の檢査 上， 眼底 所見よ り も 鋭 敏で あ るの で診 斷 的

値に於て 更 に優れて い ると考えられる． これは木 檢

法 で は眼底 血管 より も微

な血管の變化 を追 究し符 る た逗）

麦）≡ 5 う 。 　　 　　　第互 v 鞏　總矯 並 び

灣 鞍 　 最近 ， 子宮 及 び 胎 盤の 局所貧 血が 妊 娠

毒症 の 原
因
で あ

るとす る 學 詭 が 注 H されて來 た ． こ れは

初B’co−wn27）によつて釜唱さ
ぐし，その後Pa墓e2s ）　（1939） ，　Hert

zg）　（1945），　Sm覧h　＆　Srnith30 ） （1937 ），Sauter31

　 （1953 ） ， 　 Assa Σ i32 ）　（1954）　

｝こ よ り 麦詩さ れ てい る。 この 説 の 大要を A
ali32 ＞ （工 95 の の 模 型回で 示 せば第4圖

の

くなる 都 ち， 中毒症時 の子宮 及び 胎 盤 の 局 所 貧 血は 1 ｛

t − eroto コ ometer で確認し得 る

， この 子 宮及 び 胎 盤

貧 血 は 全 身 的 の 血 智 收 縮 を來 す

液性物質を生じ

ると述べている。
@　　 　

　　　　第　4　翼
　

　　 　 　 　 　　
　　 　　　　 　 　　 6 ）一  

　 　　　 　　　 　 8 　翻つ て， 國 友 ： ls ）
（

2の は眼球
糸吉 膜血管は皮膚 の∫虹管と 楕 沚 が全く 等 しい

報告し， 叉， Neve − rmann4 ） （］ 922 ） は

毒
症
， 密者の子 宮血 管 に 爪床 」1 ．管 （ 皮膚 」

管 の 一一部 ） 　と同 縁 の 變 化を認 め た． 從 ・ っ

本檢 査 に 於 て，眼球結膜 血 管に 於て 認め ら れ

と同 樣 の 變 化 が 子官 の痛．管にも 起 つ てい る と

  _ すること は 不可 能 で は ない．是 に於て，本 儉 査 法

よつ て正 常 及 び 中 毒症妊 婦 に蟹 こ認められ た

所貧 血像 の出現 を こ のAssali32 ）等の 學

に 蓬 用するこ とは 興眛が 深 い． 訂ち ， 妊娠

，眼球 宗 激 「謄に 高度の 局 所貧 血 像が 認め られ

揚 合
に は ， そ の 襟な 變化が子宮血管 に も 起 り得 ると考 え・ 中

症に 對し 注 意 を 要すべき ものと思われる ． 又 ，

ra 鵬 阻 瀚 1 ⊥6 ）G92 の ， 及 び 和 錻 の　 （ 1942

は 子 緬の 腦 の病 運果約 所 見 1 よ 乏 血 陸 細鉋 變 化

よ る もので あ り。そ の ：愉提 となるものは 腦血

の攣 零r 義 で あ ろ うと 報告 した 。　 こ の 事實は

私の檢
査
によ 払 中 ・ 諤 ｝症 時，細動 脈 の 漿 垂化と局 所 貧 血像 が
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心

》

　第 5鬮 　吉，敏 ，
9

，
26歳 ， 妊娠1励 月 ， 中 毒i症 （第

1 表，症例 5 ）

　 AOH 型 　V は 高度 の 細靜脈顆粒肌 像，毛 細 ∫飢管 （C ），
は 著 し く數 を減 じ，局 所 貧JPI．ts’

を 呈 し，叉 ，細靜脈 は 蛇

行 し て い る ．

　第 6 属 　今 ，知 ，9 ，24議，妊 娠 9 ヵ 月，中 毒 症 （第

1 表，症 例 13）

　AOI1 型 双 胎 ， 眼 底 所 見 に て 小 嫗 血 ，及 び 網 膜 の 浮 腫 ，

溷 濁 を 認 め ，硯 力 減 退 を 訴 え た ．球 結 膜 に も多 數 の 田 血

斑（矢 印 ）が 認 め ら2vる ．

　第 7 圖　佐，靜，23歳，♀，妊娠 1 肋 月 中 毒 症 （第 1
表 ，　症 帝u18）
　 H 型 　 V は 細 靜 脈 顆 粒 状 像，C は 毛 細 立 管 の 顆 粒 歌 像

毛 帛踊 L管 の 顆 粒 歌 像 が こ の 橡 に 高度 に な ろ と 局 所貧洫 像

第 8 圖　　山 ， 　禮，　♀，　28歳，　女壬娠 1Gヵ 月 ， 　中 毒 症 （第

1 表 ， 症例 17）

H 型 　 V は 細 靜 蕨 顆 粒 爿刔象，A は 細動 賑 攣縮像

　第 9 圓 　小 ，あ ，♀，2e歳，中 毒 症 （第 1表 ，症 例 4），

妊 娠 9 ヵ 月双 胎，AOI ・1 型 　Va は 綯 靜 血 栓 像，矢 印 ぱ

細 動 脈 攣 縮 像

　第 10圖　武 ，と，　？，24歳，妊 娠 10 ヵ 月，中 毒 症 （第

」表．疲 例 9 ）

　A ヨ 型 　覦 野 中 に は 太 い 細 靜脈 が 稍 9 蛇 行 し ， 細 勠 脈

は 紅 狭化 し て 殆 ど 認 め られ ず 稀 に 毛 紐 」血 管 （C ）が 認 妙 ら

オv る．
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鑢 6− 38 妊娠 中 毒 症眼 球 結 膜 血 管 の 顯 徴 鏡 撮影 日産婦 言志8卷 8　號

　第 11［　 鈴， Lk ，22歳，♀，好娠 10ヵ 月，中 葡、症 （鯵

1 表，症 例 11）

　AOII 型 ，子 癇 ．こ の 塞 眞 は 子 竊 發 作 の 間 歇時 撮 影 し

た ．矢 印 は 小 出 血 斑 を 示 し ，極度 の 局 所 貧血 の た め ，稀

に 細 靜脈 が 散 見 こ匸才し る の み ．

第 12鬪　綿艀 脹 瘤鱇

　 　 　　 第 13同 　綱 靜 脈 の 高 度 の 蛇 行 像

荒 ， 永． 3 ，
48設 ， LfilL壓 　」52190

， 主 訴 な し、

結果 か ら考 え る に ， む しろ v 妊娠 に よる血 流の 蔔

重 負捨 に よ り， 先ず局所貧血 が身體 の 随所 に 起 り

それ が瓜 閃 とな り， 血 嘗蠻縮 が起 り， そ の こ とボ

更 に 局所 貧 ［紅 を著 訓 に す る も の と考 え る 。 こ の 考

え方 は Gcldblatt勠 （］948） の 腎虚血性高血 壓1＃“

及び ， A 鵠 ali32） （195D 　等の 子 宮胎盤 貧血 読 に贊

戊す る もの で あ る。

　中毒症 の 眼底所見 は 以 rllfは 妊娠性署炎性網膜炎

と名付 けられ て い た が ， 最近 の 欧米 の文獻 で は ，

Ilypertensive　Re 才三110pathy ，　 Retinopathohyper −

tonica （angiosot 　afatica ）の 中 の 特別型 で あ る と記

述 され Kyrieleis25）（195⇔及 び Finn 巳rty26 ）（1954）

も嵩血 壓症 と中毒症 の 眼底所見 は略 司 司 じで あ る

と述 べ た ．然 し乍 ら，著者
22 ） （昭 31）　の高∫直工壓症

に 於 け る 眠球結膜血瞥の 檢査 成績 と中毒症 の そ れ

と を比 較す る と， 尋 しい 耋違が 認め ら れ る 。部

ち前者で は 居 所費血像が全 く少 く出現 す る の に 反

し，後 者は 著 し く多 く認 め られ ，更 に ， 前者で ぽ

旗 辷細諍脈瘤像 が認 め られ た が 後者で は認め られ

な か つ た 、又 ， 中毒症 の 眼球結膜血 管 の 所見は 必

ず しも rltT血壓 に よつ て の み 現れ る も の で ぽ な い こ

と を知 り得 た 。 眼 1戊と眼球結膜 の 血管所見 の 差違

1よ どこ か ら生 ずる か は ， 或 い は 部位 に よ る も の か

又 ， 結膜 で は披大 に よ り微細 な點迄観察出来 る の

に ，眼底で は それが 凩難な た め か と考 え ら れ る

が ，私 は後説 の 方 に贊成する 。

　又 旨
Kyrleleis∠5）は 「今世紀 の 始め は 中毒症 の 眼

底所見 は形熊的變化 に 重 點が 置か れ た が近來増 厚

ti：上管 の 機能 的状態が 注 目 さ れ ， こ の 機能的變化 の

．ヒな もの は勳脈 の 數珠状變化 ，腰状陷凹及び網膜

實質 の 乏血性溷渇 で あ る 」とし， 「所謂正常妊婦 で

も妊娠末期 に は 2 〜 3 割 に は 機籠的變化 が 認 め ら

れ．p 偽 重 症 の 中毒症 で も眼底 に變化 の認 め られ

な い も の が約 15％ もあ つ た ．と報告 した 、、吾 國 で

も植彈 5） （昭 28） は所謂正常 の 7 カ 、

「

似 後 の 妊 婦

の HftVE檢査で か な り多數 に 黄斑部浮運及 び 溷濁 を

認め ， 時 に は 糶膜 中心 動脈に蠻縮像が 認 め られ 」

こ の 隊な所見 が 現 れ た 揚合 に は ，た と え全 身的 に

變 化 が な くと も充分 に注 意 を排 う必要 があ る と警

告 した 、こ の様な眼底所見 に 對 す る 見解 は ，私 が

眼球痴
「
膜 血管檢査 の 結果得 た見解 と

一致 す ろ。郭

ち、正 常妊婦 と卞 心痘 の 限球結膜 血管 の 所見 を比

較 す る と ， 同 じ檬 な性賀 の 所見が ，中毒症 で は 疋

常女モ韋帚よ りも頻
「

瑳が養≡く ， 　又 ， 5強ヤ・變イlt，を示 す も

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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の が多 く現れ る こ とが判つ た．從 つ て ， 稀 に認 め

られ る出血斑や 血 栓 等 の 所見 を除外すれ ば ， 正 常

妊婦 と中毒症 の 血管の變化 の 差異 は 本質的な もの

と云 うよ りは 量的 な差 に よ る と云 い 得 る．こ の こ

とは ， 胎盤 の 組織墨的所見か ら渡邊36） （昭30），福

旧
37） （昭31） が 述べ た こ と tS 一致 し， 又 ，

　 Barth ・

010mews8 ） （1951）　が正常妊婦 の 約半數 に ， 分娩

時に蛋 白尿 を認 めた との報告が暗示 す ると こ ろ で

ある。 こ の見解か らすれぱ ， 妊娠後期 の 正常妊婦

の 中の 一部 の もの は 中毒症 に罹思 す る準備欺態 に

あ る と考 える こ とが 出來 る 。從 つ て ， 本檢査 に よ

り， 正常妊婦 に も細 動脈攣縮縁 ， 高度 の細靜脈顆

粒状像及 び局所貧血像 が認 め られ る こ とがあ り，

中毒症 に も此等 の所見 が認 め られな い 例 を經驗 し

た が ， 血管の此等 の所見が 中毒症 の發生に重要 な

役割を演 じ ， 又 ， 所謂正 常妊婦 に此等 の 所見 を認

め る とき は爾後の 經遏 に注意 を要すべ きは植村 の

見解 と全 く同 じ で あ る。而 も ， 本檢査所見 は 中毒

症 に於 て ， 眼底所見 よ りも鋭敏 な變化 を呈 する こ

とを知 つ た． こ の こ とか ら ， 本眼球結膜血管撮影

檢査 法 は今後 ， 中毒症 の 血管檢査 法 と して爪床血

管檢査 に代 り， 眼底檢査 を充分 に補 うも の として

臨床上 ， 重 要な意義を有する も の で ある。

　 叉 ， 著者22） （昭31）が高血壓症に 於 て屡 ヒ認 め

乍 ら， 正 常非妊 ， 妊 ， 産 ， 褥婦及 び 中毒症に 1 例

も認 め られな か つ た 細靜 脈瘤像 は血管硬化 を示す

が・ こ の 所見 は Landes皿 ann 他 2。） （1954） は重

症中毒症 に稀 に認 め られた と述 べ た ． こ の 樣な器

質的變化が 中毒症 に 認 め られた揚含 は 所謂漫性型

の 經遏 を辿 るも の と思 われ る．又 ， 出血斑 は中毒

症 に 2 例認め たが ， こ れ は眼底 に於け る出血 斑 と

同 じ意義を有す るもの で あろ う．

　血栓 は中毒症 に 1例認 めたが Mc 　Kay39）（1933）

は重症 の 中毒症は 全身血 管 の 線維素性栓塞 に よ る

と して ， 中毒症患者の 剖見 に よ り， 肝 ， 腎 ， 肺 ，

腦 等 に 血管血栓 を證 明 し， 此等 の栓塞 は胎盤 か ら

血 栓性物質が遊 離 した も の で あ る と述 べ た 報告 に

關蓮が あ る．

　　　　　　　第 V 章 結　論

　私 は中毒症 慰者の HmaS結膜血 管の變化 を顯微鏡

擴大撮影所見 に よ り到定 す る方法 を試 み ，概要次

の 樣 な事 實を知 り得た ．

　 L　中毒症妊婦 と略 t 同 じ時期 に於 け る 正常妊

婦 と の 所見 の 比 較で ， 最 も著 1扼 な差異は 中毒症で

は 細動脈攣縮像 の 出現 頻度が増加 し，第 1 度，第

皿度及 び細狹像が多數 に出現 し， 高度 の細靜脈顆

粒チ伏像 が多數出現 し，　更 に ， 局所貧血像 出現頻度

の 檜加 と ， そ の 高度 の も の S 出現す る こ と で あ

る、そ の 巾で ， 中毒症 の最 も重要 な所見 と思 われ

る 恋 の は 細動 脈攣縮像第 亙度以一ヒ及 び細狹像 の 出

現 で ， そ れ に次 ぐも の は 局所貧血像第 1［度及び細

靜脈顆粒歌像第 皿度の 出現で あ る。

　2． 毛細 血管顆粒状像 は 正常妊娠 に 於 て も既に

高度に 認 め られ るか ら 中毒症の診 斷に は價値 は少

い ，

　 3． 紐靜脈及 び毛 細血 管 の 蛇 行蝕 は 中毒症 に特

有 な變化 とは 云 えな い の で 特別 な意義 は ない ．從

つ て ， Landesmann 他
20） の 「高 血壓症 及び重症

子 癇前症 に常に認 め られた」 の 報告 は あま り意味

は な い 。

　 4． 重症 中毒症 と輕症申毒症 との 差 は中毒症 と

正常妊婦 との 差 と略 ヒ同 じ樣な傾 向で あつ て ， 重

飛 の 場合 に變化 が甚 しく著明で あ る．

　5． 中毒症 に於ける此等の 變化 は必 ず しも血管

性高血 黶 の みが もた らすもの で は な くて ， 浮 厘 ，

蛋 白尿 等 を起す他 の 要素 も 關與 して い る もの と思

われる．

　 6。 眼底所見 と本検査所見 とを比 較す る と， そ

の變化 の發現は本法 の方が よ り鋭敏 で あ il　p 中毒

症 の 檢査 に は ， よ り重 要な意義 を有する こ とを知

つ た ．

　7． 出血 斑は 子 癇 3 例中に 1 例認め られ ， 又 A

OH 型 の 1 例 に認 め られ た か ら ，
　 Landesmann

他 2°）が子癇 の 全例 に認 めた との報 告 とは 一致 しな

い ．又 ，細静脈血栓 が，AOH 型 の 1 例に認 め られ

た が ， こ の こ とは Mc 　Kay 鋤 （1953） の説 に 關蓮

性 を有
’
し， 興味深 い ．

　8． 本檢査法 は血管病變及 び 中毒症の程度到定

の 基準 と し て， そ の 客觀的な寫眞 を示す の で ， 臨

床 の 研究上 ， 診 断上 ， 極め て 便利且 つ 有益 なもの

N 工工
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